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第 1 章 自治会活動における情報発信と共有の役割と期待* 

 

1.1 問題意識の背景 
(1)  「問題解決の場と」しての自治会・町内会 
 現在、我々の身のまわりにおいて、防犯、防災、高齢化による諸問題の発生しているが、

これらを自治体で解決するには人・モノ・金の面で困難である。こうした状況の中、「問題解

決の場」としての自治会が期待され、様々な取り組みがなされているものの、高齢化が進ん

だ自治会で対処するのは難しい。 
 

①①通学路における子どもの見守り、通学路における子どもの見守り、

空き巣やひったくり等の犯罪防止空き巣やひったくり等の犯罪防止

②わんわん防犯パトロール隊（栃木市）、②わんわん防犯パトロール隊（栃木市）、

「一戸一灯」運動（須賀川市）　など「一戸一灯」運動（須賀川市）　など

防犯防犯

防災防災

高齢化高齢化

外国人外国人

①①災害に強い安心・安全のまちづくり、災害に強い安心・安全のまちづくり、

地域ぐるみの防災行動力の向上地域ぐるみの防災行動力の向上

②手作り水害ハザードマップ（一宮市）、②手作り水害ハザードマップ（一宮市）、

「命の笛」活動（横浜市）　など「命の笛」活動（横浜市）　など

①①高齢者の見守りと支え合い、高齢者の見守りと支え合い、

地域交流・世代間交流の場づくり地域交流・世代間交流の場づくり

②独居高齢者への声かけ（会津若松市）、②独居高齢者への声かけ（会津若松市）、

交流サロン「お茶飲み会」（伊達市交流サロン「お茶飲み会」（伊達市 ）　など）　など

①①多文化共生のまちづくり、多文化共生のまちづくり、

外国人の地域社会への参加促進外国人の地域社会への参加促進

②外国人が自治会役員に就任（西尾市）、②外国人が自治会役員に就任（西尾市）、

国際交流サンバ教室の開催（浜松市）　など国際交流サンバ教室の開催（浜松市）　など

自治会・町内会
における諸問題

色々やっているが色々やっているが……
問題解決には様々な問題解決には様々な

障壁がある障壁がある

「問題解決の場」としての「問題解決の場」としての
自治会・町内会への自治会・町内会への

期待の高まり期待の高まり
↓↓

それに応え切れていないそれに応え切れていない
どう対応してよいかがどう対応してよいかが

わからないわからない
↓↓

対応等のノウハウが対応等のノウハウが
伝達・共有されていない伝達・共有されていない

のではないか？のではないか？

 
図1-1-1 自治会・町内会をめぐる諸問題 

 
(2)  自治会活動における３つの問題 
 こうした問題解決が自治会で対処が難しい要因を確認すると（図1-1-2）、過去に実施した

東北５市県庁所在地における自治会・町内会調査の結果によると、「役員のなり手不足」、「会

員の高齢化」、「町内会行事への住民参加の少なさ」等の問題はいわき市だけではなく、東北

の地方都市ではメジャーな問題である。 
 そこで、「問題解決のための情報が不足している」として、情報の伝わり方はセグメント毎

（「現役核家族世帯」、「退職核家族世帯」、「現役＆退職同居世帯」）に違うとする。「核家族世

帯」は「同居世帯」に比べて、家族内外における情報のネットワークが少ないと考えられる

（図1-1-3）。 
 
＊本稿は2011 年2 月15 日に行われた『第２回いわき市自治会・町内会等まちづくり講座』のプレゼンテー

ション資料を一部加筆・改変をして文章化したものである。 

 



――2010 年度大学等と地域の連携したまちづくり推進事業報告書 
 

2 

59.8

58.6

48.7

22.5

20.3

19.5

16.2

14.6

14.4

12.4

10.3

9.9

68.8

60.6

58.9

31.2

26.4

35.5

16.5

19.0

17.3

22.1

12.1

10.0

64.4

60.8

52.4

7.3

9.4

9.0

12.5

11.1

7.1

7.3

4.3

3.5

65.0

60.4

53.4

22.4

22.4

30.5

16.7

14.6

12.4

16.4

6.7

7.3

74.1

63.7

66.3

18.1

20.2

26.9

9.8

19.7

34.7

20.2

12.4

6.7

町内会の役員のなり手不足

会員の高齢化

町内会行事への住民の参加の少なさ

日中、留守の世帯が多い

集会施設がない／狭い／不便

町内会のルールを守らない住民の存在

予算の不足

行政以外の団体との関係（負担金等）

行政との関係（依頼の多さ等）

加入世帯の家族構成が把握できない

世代間のズレ

運営のための経験や智恵が足りない

盛岡市　N=193山形市　N=371秋田市　N=576青森市　N=231福島市　N=493

自治会・町内会の運営上で困っていること自治会・町内会の運営上で困っていること 単位：％

 
図1-1-2 自治会・町内会の運営上で困っていること 

 

×

×

【現役核家族世帯】

情報がうまく伝わってこない
ノウハウの伝承がなされない

【退職核家族世帯】

情報がうまく伝わってこない
ネットワークが少ない

【現役＆退職同居世帯】

家族内外による
ネットワークが多い

 
図1-1-3 自治会・町内会をめぐる諸問題 

 
(3) 問題解決の切り口としての「情報発信と共有」 
 ３つのセグメントで自治会運営上の問題を見ていくと（図1-1-4）、退職核家族では「自治

会行事への住民の参加の少なさ」が多く、それに起因する世帯の把握の困難さが推察できる。

一方の現役核家族は、「運営のための経験や知恵が足りない」といった経験不足をあげる人が

多く、退職層から現役層へ運営上のノウハウが伝承されていないようである。 
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自治会行事への住民の参加の少なさ自治会行事への住民の参加の少なさ 運営のための経験や知恵が足りない運営のための経験や知恵が足りない
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図1-1-4 世帯別でみた町内会運営上の困りごと 

 
 次に生活上の問題を見ていくと（図 1-1-5）、現役核家族は他のセグメントと比べて、「治

安・少年非行・風紀の悪化」や「保育園・学校などの育児・教育施設の不足」といった子育

て上の問題が高く、問題から出来するニーズの世代間格差が存在していると考えられる。こ

うしたギャップを埋めるために、「情報の発信と共有」が必要であると考える。 
 

治安・少年非行・風紀の悪化治安・少年非行・風紀の悪化 保育園・学校などの育児・教育施設の不足保育園・学校などの育児・教育施設の不足
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図1-1-5 世帯別でみた生活上の問題点 
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(4) 情報発信と共有の事例 
 こうした課題を背景にしつつ、情報発信と共有を展開している事例を以下に示す（図1-1-6、
図1-1-7）。 
 

 
図1-1-6 サイト名：電子町内会（岡山市） 目的：市役所と住民の情報交換 

 

 
図1-1-7 サイト名：こむねっとひろしま（広島市） 目的：地域情報化の発展 
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 こうした事例を見ると、情報発信と共有について色々なことが可能になっているのだが、

全体の約1割の組織しか参加していないとのことであり、参加率を上げることがこうしたサ

イトの課題となるだろう（図1-4-8）。 
 

町内会などの組織がホームページを作成する町内会などの組織がホームページを作成する

→町内会の→町内会のPRPR，町の紹介，地域のイベントを見ることができる，町の紹介，地域のイベントを見ることができる

町内会の住民同士がメールや電子掲示板で情報を交換できる町内会の住民同士がメールや電子掲示板で情報を交換できる

市の行政情報などを見ることができる市の行政情報などを見ることができる

現状：全体の約１割の組織しか参加していない現状：全体の約１割の組織しか参加していない
 

図1-1-8 既存のポータルサイトの現状 
 
(5) 本研究のねらい 
 (4)の事例から課題を抽出すると、①使いやすさ②人びとのニーズに基づいた情報ではない

③自治会・町内会で「ネタ」になるような情報ではないといえる（図1-1-9）。そこで本調査

研究は上記の問題を解決するための準備的調査を行った。 
 

生活上の問題

地域における
人づきあいの

問題

情報機器使用
スキルの問題

人びとの
ニーズに合った
情報発信と共有
になっていない

日常の問題と
情報ニーズの

把握

情報機器の
所有・使用実態の

把握

自治会長・役員との
意見交換による

問題の深堀

自治会における情報発信・共有の問題と解決の方向性自治会における情報発信・共有の問題と解決の方向性

世
代
と
世
帯
に
よ
る
格
差
が
存
在
す
る

解
決
策
の
一
つ
と
し
て
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

自治会長を
対象とした
『実態調査』

自治会長・役員を
対象とした

『スキル調査』

会長・役員への
インタビュー調査と

ワークショップ

自
治
会
と
住
民
が
主
体
と
な
っ
た

情
報
発
信
と
共
有
が
可
能
な

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
可
能
性
を
検
討
す
る

 
図1-1-9 自治会における情報発信・共有の問題と解決の可能性 
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1.2 調査概要 
 「自治会活動実態調査」の調査設計と回収結果等は次の通りである（図1-2-1）。 
 

調査方法と回収結果調査方法と回収結果

•• 対象：いわき市内対象：いわき市内482482自治会の会長自治会の会長

•• 調査期間：調査期間：20102010年年88月～月～1010月月

•• 調査方法：郵送による質問紙調査調査方法：郵送による質問紙調査

•• 回収結果は以下の通り回収結果は以下の通り **不明を除くため合計は不明を除くため合計は100%100%未満未満

項目項目

合　計合　計

男性　計男性　計
2020代代
3030代代
4040代代

回収数回収数 構成比構成比

251251 100.0100.0
247247 95.495.4

00 0.00.0
00 0.00.0
22 0.80.8

5050代代
6060代代

1111 4.24.2
133133 51.451.4

女性　計女性　計
2020代代
3030代代
4040代代

44 1.51.5
00 0.00.0
00 0.00.0
11 0.40.4

5050代代
6060代代

11 0.40.4
22 0.80.8

7070代代
8080代以上代以上

8989 34.434.4
1212 4.64.6

7070代代
8080代以上代以上

00 0.00.0
00 0.00.0

調査の目的と課題調査の目的と課題

調査目的調査目的

自治会の活動と情報発信と共有実態を明らかに自治会の活動と情報発信と共有実態を明らかに

するする

調査課題調査課題

••自治会会長はどのような人か自治会会長はどのような人か

••自治会のプロフィールはどのようなものか自治会のプロフィールはどのようなものか

••自治会の活動状況／情報発信と共有の実態は自治会の活動状況／情報発信と共有の実態は

どのようなものかどのようなものか

••自治会の組織構成と機能はどのようなものか自治会の組織構成と機能はどのようなものか

••自治会の防犯・防災活動はどうしているか自治会の防犯・防災活動はどうしているか

••自治会の福祉活動はどうしているか自治会の福祉活動はどうしているか

••自治会と行政の関わりについてどう考えるか自治会と行政の関わりについてどう考えるか

 
図1-2-1 活動実態調査の概要 

 
 「情報機器利用調査」の調査設計と回収結果等は次の通りである（図1-2-2）。 

調査の目的と課題調査の目的と課題

調査目的調査目的

会長・役員の情報機器スキルを明らかにする会長・役員の情報機器スキルを明らかにする

調査課題調査課題

••自治会会長・役員はどのような人か自治会会長・役員はどのような人か

••情報機器の所有／設置環境はどのようなものか情報機器の所有／設置環境はどのようなものか

（パソコン、携帯電話、ディジタルカメラ）（パソコン、携帯電話、ディジタルカメラ）

••情報機器の活用状況はどのようなものか情報機器の活用状況はどのようなものか

••自治会の情報取得方法についての希望は自治会の情報取得方法についての希望は

どのようなものかどのようなものか

調査方法と回収結果調査方法と回収結果

•• 対象：いわき市内対象：いわき市内482482自治会の会長・役員自治会の会長・役員

•• 調査期間：調査期間：20102010年年88月～月～1010月月

•• 調査方法：郵送による質問紙調査調査方法：郵送による質問紙調査

•• 回収結果は以下の通り回収結果は以下の通り

項目項目

合　計合　計
回収数回収数 構成比構成比

1,4331,433 100.0100.0

男性　計男性　計
2020代代
3030代代
4040代代

1,2721,272 88.888.8
22 0.10.1

2121 1.51.5
8080 5.65.6

5050代代
6060代代

254254 17.717.7
603603 42.142.1

女性　計女性　計
2020代代
3030代代
4040代代

161161 11.211.2
22 0.10.1

1111 0.80.8
2323 1.61.6

5050代代
6060代代

3535 2.42.4
5555 3.83.8

7070代代
8080代以上代以上

278278 19.419.4
3434 2.42.4

7070代代
8080代以上代以上

3333 2.32.3
22 0.10.1

 
図1-2-2 情報機器利用調査の概要 
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1.3 情報発信と共有の必要性 
(1) セグメントのプロフィール 
 以下では、自治会における情報収集の実態・評価・期待について、2010年8-9月に行った

自治会『実態調査（会長を対象）』と『スキル調査（会長・役員を対象）』の集計・分析を通

じて確認する。「実態調査」における世帯セグメントの比率は「現役核家族」（11.6%）、「退

職核家族」（30.1%）、「現役＆退職同居」（51.0%）と、三世代家族が半数を占める（図1-3-1）。 
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77.8

7.3

4.9

8.8

6.9

10.5

6.7

40.0

5.6

12.5

14.3

　全市平均

平

小名浜

勿来

常磐

内郷

四倉

遠野

小川

好間

三和

田人

川前

久之浜・大久

世帯セグメント世帯セグメント＊＊の比率の比率 支所別世帯セグメント分布支所別世帯セグメント分布 単位：％単位：％

Base for % : 259s

　N=259

N=61

N=57

N=29

N=19

N=4

N=30

N=5

N=18

N=8

N=7

N=4

N=7

N=9

＊集計の都合上、先の５市調査の変数とは若干異なる

 
図1-3-1 世帯セグメントの概要 

 
(2) 自治会内での問題点 
 自治会運営上での困りごとを市内全体で見ると、「町内会の役員のなり手不足」（59.8%）、

「会員の高齢化」（49.0%）、「町内会行事への住民の参加の少なさ」（38.6%）が上位３項目

である。なり手不足と参加の少なさについては、会長・役員が無関心層へアプローチするた

めのネットワーク（とその「押し」の強さ）の弱さが要因の一つであるとうかがえる（図1-3-2）。 

町内会の役員のなり手不足

会員の高齢化

町内会行事への住民の参加の少なさ

日中、留守の世帯が多い

予算の不足

未加入世帯の増加

町内会のルールを守らない住民の存在

加入世帯の家族構成が把握できない

集会施設がない／狭い／不便

行政との関係（依頼の多さ等）

他の自治会との交流が少ない

行政以外の団体との関係（負担金等）

世代間のズレ

運営のための経験や智恵が足りない

まとめ役がいない、力不足

構成世帯数の少なさによる障害

伝えるべき情報が伝わっていない

単身世帯数の多さによる障害

住民間の摩擦

どんな情報を伝えればよいかわからない

59.8

49.0

38.6

24.7

22.8

20.8

16.6

16.2

15.1

14.7

13.5

10.4

10.4

9.3

7.7

6.2

4.2

2.7

2.7

1.5

運営上で困っていること運営上で困っていること 単位：％

Base for % : 259s  
図1-3-2 自治会運営上の困りごと 
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 続いてセグメント毎に見ていくと（図 1-3-3）、退職核家族は「加入世帯の家族構成が把握でき

ない」、現役核家族は「伝えるべき情報が伝わっていない」が他のセグメントよりも多く、各セグ

メントに属する会長には自治会運営上の独自の悩みが存在するといえる。特に核家族世帯におい

ては他世代からの情報が入りにくいのではないだろうか。 
 

加入世帯の家族構成が把握できない加入世帯の家族構成が把握できない 伝えるべき情報が伝わっていない伝えるべき情報が伝わっていない

現役核家族現役核家族
N=30N=30

退職核家族退職核家族
N=78N=78

現役現役&&退職同居退職同居
N=132N=132

10.0

24.4

14.4

10.0

5.1

2.3

家族内外の情報共有が大切になる家族内外の情報共有が大切になる

「未加入世帯の増加」、「未加入世帯の増加」、

「町内会のルールを守らない住民の存在」が「町内会のルールを守らない住民の存在」が
問題として多いのもこのセグメントの特徴問題として多いのもこのセグメントの特徴

「情報」以外はさほど問題に上がってきていない「情報」以外はさほど問題に上がってきていない

単位：％単位：％

現役核家族現役核家族
N=30N=30

退職核家族退職核家族
N=78N=78

現役現役&&退職同居退職同居
N=132N=132

 
図1-3-3 世帯別でみた自治会運営上の困りごと 

 
 次に地域生活上での困りごとについて確認する（図1-3-4）。市内全体で見ると、「ゴミ処理の問

題」（60.6%）、「移動や交通の問題」（42.5%）、「ひとり暮らしの高齢者への対応」（42.1%）が上

位３項目である。 
 

ゴミ処理の問題

移動や交通の問題

ひとり暮らしの高齢者への対応

治安・少年非行・風紀の悪化

集会所等文化交流施設の不足・老朽化

商売・スーパー等の買い物施設の不足

住民間のトラブル

土地問題（土地利用規制や共有地）

開発による住環境や自然環境の悪化

都市型災害に対する基盤整備の不足

病院等医療・福祉施設の不足

公園・運動場・体育施設等の不足

住宅の建て込み等の住宅問題

行政とのトラブル

幼児虐待などの子育て上の問題

民間企業とのトラブル

保育園・学校等育児・教育施設の不足

商店や工場を経営していく上での障害

60.6

42.5

42.1

29.7

28.6

27.8

27.8

25.5

23.9

23.9

22.4

21.6

21.2

20.1

19.7

19.3

18.9

17.0

地域生活上で困っていること地域生活上で困っていること 単位：％

Base for % : 259s  
図1-3-4 地域生活上の困りごと 

 
 



第 1 章 自治会活動における情報発信と共有の役割と期待―― 9 

 セグメント毎に見ていくと（図1-3-5）、現役核家族では「治安・少年非行・風紀の悪化」や「商

店・スーパー等の買い物施設の不足」といったように、他セグメントに比べて若い世代の会長に

は生活上の問題が多い。会長の意識からうかがえば、会長をはじめとした若い世代へのサポート

が必要ではないだろうか。もっと言えば、会員の世代別にある問題ニーズに合わせた対応方法が

自治会には必要なのではないか。 

ゴミ処理の問題ゴミ処理の問題 治安・少年非行・風紀の悪化治安・少年非行・風紀の悪化

ひとり暮らしの高齢者への対応ひとり暮らしの高齢者への対応 商店・スーパー等の買い物施設の不足商店・スーパー等の買い物施設の不足

70.0

66.7

56.8

43.3

48.7

40.2

40.0

28.2

31.8

53.3

21.8

28.8

単位：％単位：％

単位：％単位：％

現役核家族現役核家族
N=30N=30

退職核家族退職核家族
N=78N=78

現役現役&&退職同居退職同居
N=132N=132

現役核家族現役核家族
N=30N=30

退職核家族退職核家族
N=78N=78

現役現役&&退職同居退職同居
N=132N=132

現役核家族現役核家族
N=30N=30

退職核家族退職核家族
N=78N=78

現役現役&&退職同居退職同居
N=132N=132

現役核家族現役核家族
N=30N=30

退職核家族退職核家族
N=78N=78

現役現役&&退職同居退職同居
N=132N=132

 
図1-3-5 世帯別でみた地域生活上の困りごと 

 
(3) 自治会内での情報発信・共有の現状 
 次に自治会内での情報発信・共有の現状について確認すると（図 1-3-6）、全体では「国や自治

体が発行する広報誌の内容」（79.9%）、「役員会、例会、総会に関する情報」（76.8%）が多い。ま

た、現役核家族、退職核家族の２セグメントが「防災に関する情報」の発信・共有が多い。また、

若い世代に「まちづくり」が多く、将来のことを考えているのか関心が高い。 

防災に関する情報防災に関する情報

まちづくり全般に関する情報まちづくり全般に関する情報

国や自治体が発行する広報誌の内容

役員会、例会、総会に関する情報

防犯に関する情報

防災に関する情報

まちづくり全般に関する情報

婦人会、老人会などに関する情報

冠婚葬祭に関する情報

セールなどの近隣の買い物情報

自治会で行っている情報発信自治会で行っている情報発信

79.9

76.8

61.0

59.5

44.4

25.5

20.1

4.6

66.7

67.9

56.1

56.7

43.6

43.9

単位：％単位：％

単位：％

現役核家族現役核家族
N=30N=30

退職核家族退職核家族
N=78N=78

現役現役&&退職同居退職同居
N=132N=132

現役核家族現役核家族
N=30N=30

退職核家族退職核家族
N=78N=78

現役現役&&退職同居退職同居
N=132N=132

Base for % : 259s  
図1-3-6 自治会で実施している情報発信 
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 情報発信と共有の手段について見ると（図1-3-7）、「回覧板」（92.3%）が殆どである一方で、「チ

ラシ等配布」（32.8%）や「独自の会報」（23.2%）はそれぞれ３割前後である。セグメント毎に見

ると、現役核家族と退職核家族で「チラシ・パンフ」が多く、退職核家族は「独自の会報」が多

く、セグメントによる利用媒体の違いが見受けられる。 
 

　自治会以外が発行するチラシ・パンフレットの配布　自治会以外が発行するチラシ・パンフレットの配布

自治会独自の会報自治会独自の会報

回覧板

自治会以外が発行のチラシ等配布

自治会独自の会報

ＭＬで加入者へ配信

ネットのＨＰで掲載

情報発信手段情報発信手段

92.3

32.8

23.2

0.4

0.0

43.3

41.0

28.8

16.7

37.2

18.2

単位：％単位：％

単位：％

現役核家族現役核家族
N=30N=30

退職核家族退職核家族
N=78N=78

現役現役&&退職同居退職同居
N=132N=132

現役核家族現役核家族
N=30N=30

退職核家族退職核家族
N=78N=78

現役現役&&退職同居退職同居
N=132N=132

Base for % : 259s  
図1-3-7 情報発信と共有の手段 

 
(4) 情報発信と共有の評価と期待 
 これまでの情報発信と共有についての評価を見ていくと（図 1-3-8）、どの世代も現状の情報発

信・共有に満足しているが、退職世代（核家族＋現役＆退職）に不満がやや多いことがわかる。 
 

26.6

20.0

34.6

22.7

51.0

66.7

42.3

56.1

13.5

10.0

14.1

15.2

0.4

現役核家族現役核家族
N=30N=30

退職核家族退職核家族
N=78N=78

現役＆退職同居現役＆退職同居
N=132N=132

全体平均全体平均
N=259N=259

十分に伝達・共有
されている

伝達・共有
されている

あまり伝達・共有
されていない

全く伝達・共有
されていない

情報発信・共有の評価と期待情報発信・共有の評価と期待情報発信・共有の評価と期待情報発信・共有の評価と期待 単位：％

 

図1-3-8 情報発信と共有の評価と期待 
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 『スキル調査』による会長・役員に対する今後の情報発信・共有期待を見ると、「自治会・町内

会の行事・施設の案内等の情報」を収集したい媒体は、「回覧板」（94.0%）が殆どであり、次い

で「掲示板」（26.0%）である。セグメント別では、現役核家族が「メール配信」や「ホームペー

ジ」が他セグメントより多く、若い世代はネット媒体による情報を求めているといえる。 

メール配信メール配信

ホームページホームページ

回覧板

掲示板

メール配信

ホームページ

その他

　　　自治会・町内会の行事・施設の案内等の情報　　　自治会・町内会の行事・施設の案内等の情報

94.0

26.0

12.4

11.7

3.8

20.8

10.4

7.8

17.1

11.4

8.0

単位：％単位：％

単位：％

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

Base for % : 1,434s  

図1-3-9 自治会の行事・施設の案内等の情報発信と共有への期待 
  
 「市の行事・施設の案内等の行政情報」を収集したい媒体はここでも「回覧板」（90.7%）が殆

どであり、次いで「掲示板」（25.2%）となっているが、「ホームページ」が 21.6%とやや多い。

セグメント別でも、現役核家族が「ホームページ」、 「メール配信」が他セグメントより多く、

先の結果と同様に、若い世代はネット媒体による情報を求めている（図1-3-10）。 

ホームページホームページ

メール配信メール配信

回覧板

掲示板

ホームページ

メール配信

その他

市の行事・施設の案内等の行政情報市の行事・施設の案内等の行政情報

90.7

25.2

21.6

12.7

3.6

33.4

18.1

15.4

20.1

11.1

8.5

単位：％単位：％

単位：％

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

Base for % : 1,434s  

図1-3-10 市の行事・施設の案内等の行政情報の発信と共有への期待 
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 「災害・防災等の情報」について見ると（図1-3-11）、「回覧板」（84.2%）が殆どであり、次い

で「掲示板」（25.4%）、「ホームページ」（21.1%）となっているが、「メール配信」（19.5%）も２

割近くなっており、他の情報と比べて多様な媒体での発信を求めているといえる。セグメント別

でも、現役核家族がネット媒体による情報を求めている。 
ホームページホームページ

メール配信メール配信

回覧板

掲示板

ホームページ

メール配信

その他

災害・防災等の情報災害・防災等の情報

84.2

25.4

21.1

19.5

6.4

31.3

18.4

15.4

31.1

14.3

14.7

単位：％単位：％

単位：％

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

Base for % : 1,434s  
図1-3-11 災害・防災等の情報発信と共有への期待 

 
1.4 情報機器の利用実態 
(1) 情報機器の所持率 
 携帯電話の所持率が高く、パソコンの所持率が低い→パソコンは所持しづらいもの（携帯性，

価格面）。セグメント別では、現役核家族ほどパソコン所持率が高い。また、退職核家族ほど所持

率が低く、所持しづらいもの、必要のないものという認識が大きいと考えられる（図1-4-1）。 

パソコン所持率パソコン所持率各機器の所持率各機器の所持率 単位：％単位：％

Base for % : 1,434s

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

 

図1-4-1 各機器の所持率と世帯別PC 所持率 
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(2) 情報機器の使用率 
 携帯電話の使用率が高く、パソコンの使用率が低い→使用できる環境がない、使用できない。

セグメント別では、現役核家族ほどパソコン使用率が高く、退職世代を含む家族ほどパソコンに

触れたことのない人が多いことがうかがえる（図1-4-2）。 

パソコン使用率パソコン使用率各機器の使用率各機器の使用率 単位：％単位：％

Base for % : 1,434s

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

 

図1-4-2 各機器の使用率と世帯別PC 使用率 
 
(3) 所持率・使用率の関係とインターネット 
 パソコンの所持率と使用率をセグメント別にみると（図 1-4-3）、現役核家族、退職核家族とも

に使用率が所持率を上回っているのに対し、現役＆退職同居では所持率が使用率を上回っている。

現役＆退職同居では、所持していても使用していない、使用できない可能性がうかがえる。イン

ターネット使用率をみると現役核家族が高く、退職世代を含んだ家族では使用率が低い。退職世

代を含んだ家族はインターネットに不慣れな傾向が強いとうかがえる。 

現役核家族現役核家族
N=365N=365

退職核家族退職核家族
N=246N=246

現役現役&&退職同居退職同居
N=359N=359

全体平均全体平均
N=971N=971

現役核家族現役核家族
N=365N=365

退職核家族退職核家族
N=246N=246

現役現役&&退職同居退職同居
N=359N=359

現役核家族現役核家族
N=365N=365

退職核家族退職核家族
N=246N=246

現役現役&&退職同居退職同居
N=359N=359

全体平均全体平均
N=971N=971

現役核家族現役核家族
所持率所持率N=428N=428

使用率使用率N=428N=428

退職核家族退職核家族
所持率所持率N=414N=414

使用率使用率N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
所持率所持率N=591N=591

使用率使用率N=591N=591

所持率

所持率

所持率

使用率

使用率

使用率

現役核家族現役核家族
所持率所持率N=428N=428

使用率使用率N=428N=428

退職核家族退職核家族
所持率所持率N=414N=414

使用率使用率N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
所持率所持率N=591N=591

使用率使用率N=591N=591

現役核家族現役核家族
所持率所持率N=428N=428

使用率使用率N=428N=428

退職核家族退職核家族
所持率所持率N=414N=414

使用率使用率N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
所持率所持率N=591N=591

使用率使用率N=591N=591

所持率

所持率

所持率

使用率

使用率

使用率

パソコン所持率と使用率パソコン所持率と使用率 インターネット使用率インターネット使用率単位：％ 単位：％

 
図1-4-3 世帯別の PC 所有／使用率とネット使用率 

 



――2010 年度大学等と地域の連携したまちづくり推進事業報告書 
 

14

(4) 情報機器の使用機能 
 パソコンでのインターネットで使用したことのある機能についてセグメント別にみると（図

1-4-4）、現役核家族が多くの機能を使用したことがある割合が高い。現役核家族は、多くの機能

を使用できるスキルが高いのではないか。 

退職核家族退職核家族
N=264N=264

現役＆退職同居現役＆退職同居
N=359N=359

全体平均全体平均
N=971N=971

現役核家族現役核家族
N=365N=365

単位：％単位：％インターネットで使用したことのある機能インターネットで使用したことのある機能 単位：％

自分で調べたいことを
検索する

キーボードで
URLを入力する

ID・パスワードを使用
してログインする

電子メールを
使用する

自分で調べたいことを
検索する

キーボードで
URLを入力する

ID・パスワードを使用
してログインする

電子メールを
使用する

 
図1-4-4 世帯別で見たネットで使用したことのある機能 

 
(5) 情報機器活用に向けて 
 「情報機器を活用するための講習会や勉強会を開催した場合、参加しようと思うか」という問

いに対して、「参加しようと思う」の割合が高い（図1-4-5）。セグメント別では、現役＆退職同居

に「参加しようと思う」が多く、現役核家族に「参加しようと思わない」が多いことから、退職

世代を含んだ家族では情報機器を活用したいと思っている傾向が強いことがうかがえる。 
単位：％

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

参加しようと思わない参加しようと思わない

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

参加しようと思わない参加しようと思わない

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

参加しようと思う参加しようと思う

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

現役核家族現役核家族
N=428N=428

退職核家族退職核家族
N=414N=414

現役現役&&退職同居退職同居
N=591N=591

参加しようと思う参加しようと思う情報機器の講習会・勉強会への参加意向情報機器の講習会・勉強会への参加意向

Base for % : 1,434s  
図1-4-5 情報機器講習会・勉強会への参加意向 
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1.5 情報共有と発信に向けて 
(1) 調査のまとめ 
 これまでの調査をまとめると次のようになる（図1-5-1）。 

セグメントセグメント

現役核家族現役核家族

退職核家族退職核家族

現役＆退職同居現役＆退職同居

自治会活動実態調査自治会活動実態調査

・退職世代の情報が得られない・退職世代の情報が得られない

・生活上の問題を抱えている・生活上の問題を抱えている

・ネットを通じて、自治会や・ネットを通じて、自治会や

行政の情報を得たい行政の情報を得たい

情報機器利用調査情報機器利用調査

・現役世代の情報が得られない・現役世代の情報が得られない

・情報発信・共有に不満がある・情報発信・共有に不満がある

・世代間の情報共有ができている・世代間の情報共有ができている

・情報発信・共有に不満がある・情報発信・共有に不満がある

現役世代現役世代

・・情報機器の所持率・使用率情報機器の所持率・使用率

ともに高く、スキルも高い人がともに高く、スキルも高い人が

多い多い

退職世代退職世代

・・情報機器の所持率・使用率情報機器の所持率・使用率

ともに低く、スキルも低い人はともに低く、スキルも低い人は

多いが、情報機器を活用した多いが、情報機器を活用した

いと思っているいと思っている

情報共有・発信への課題情報共有・発信への課題

退職世代がもつ「知恵」を退職世代がもつ「知恵」を

現役世代に伝える必要あり現役世代に伝える必要あり

現役世代と退職世代で現役世代と退職世代で

情報を共有するためには情報を共有するためには

ネットを活用することが有効ネットを活用することが有効

現役世代は退職世代に　　現役世代は退職世代に　　
情報機器のスキルを提供、情報機器のスキルを提供、
退職世代は情報機器への退職世代は情報機器への
苦手意識をなくす必要あり苦手意識をなくす必要あり

 
図1-5-1 情報機器講習会・勉強会への参加意向 

 
(2) 情報共有・発信は何をもたらすのか 
 情報が共有・発信されるとどんな得＝ベネフィットがあるのだろうか。運営上の困りごとを、

共有されている／されていないの軸で見ると、共有されていないと考える自治会では「未加入帯

の増加」「他の自治会との交流が少ない」「まとめ役がいない」「家族構成が把握できない」といっ

た問題が多く認識されている（図1-5-2）。 

運営上で困っていること運営上で困っていること運営上で困っていること運営上で困っていること

未加入世帯の増加未加入世帯の増加

他の自治会との交流が少ない他の自治会との交流が少ない

まとめ役がいない、力不足まとめ役がいない、力不足

加入世帯の家族構成が把握できない加入世帯の家族構成が把握できない

町内会行事への住民の参加の少なさ町内会行事への住民の参加の少なさ

伝えるべき情報が伝わっていない伝えるべき情報が伝わっていない

共有・発信共有・発信
されているされている

共有・発信共有・発信
されていないされていない

18.918.9

11.411.4

6.56.5

14.914.9

39.339.3

3.53.5

36.136.1

27.827.8

16.716.7

25.025.0

44.444.4

8.38.3

差差
（共有発信されている－されていない）（共有発信されている－されていない）

▲17.2

▲16.4

▲10.2

▲10.1

▲5.1

▲4.8

単位：％

 

図1-5-2 情報共有・発信評価別で見た運営上の困りごと 
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 次に今後必要な情報を見ていくと（図1-5-3）、「まちづくり全般」、「婦人会、老人会」、「役員会、

総会」に関するもので差が大きく、一方で「買い物情報」、「広報誌の内容」、「防犯」、「防災」の

差は小さい。これは後者が全ての人たちに必要な情報（「基本情報」）であり、前者は情報感度が

強いまたはセグメント毎に必要な情報（「活動情報」）といえる。 

今後、必要な情報共有・発信の内容今後、必要な情報共有・発信の内容今後、必要な情報共有・発信の内容今後、必要な情報共有・発信の内容

まちづくり全般に関する情報まちづくり全般に関する情報

婦人会、老人会などに関する情報婦人会、老人会などに関する情報

役員会、例会、総会に関する情報役員会、例会、総会に関する情報

冠婚葬祭に関する情報冠婚葬祭に関する情報

防災に関する情報防災に関する情報

防犯に関する情報防犯に関する情報

セールなどの近隣の買い物情報セールなどの近隣の買い物情報

国や自治体が発行する広報誌の内容国や自治体が発行する広報誌の内容

共有・発信共有・発信
されているされている

共有・発信共有・発信
されていないされていない

62.762.7

33.333.3

74.674.6

17.417.4

80.680.6

73.173.1

3.53.5

79.679.6

36.136.1

16.716.7

58.358.3

2.82.8

72.272.2

66.766.7

0.00.0

83.383.3

差差
（共有発信されている－されていない）（共有発信されている－されていない）

26.6

16.6

16.3

14.6

8.4

6.4

3.5

▲ 3.7

単位：％

 

図1-5-3 情報共有・発信評価別で見た情報期待 
 
(3) 情報共有・発信に向けた施策の方向性 
 こうした結果をふまえ、情報共有と発信に向けた方向性については「ソフト面での対応」と「ハ

ード面での対応」の2つが考えられる。基本になるのは、「人々のニーズにあった／問題解決に寄

与する情報」であること、そして「使いやすい」ことである（図1-5-4）。 
 

自治会に対する自治会に対する

問題意識問題意識

２つの調査により得られた知見２つの調査により得られた知見

パソコン、携帯等パソコン、携帯等

情報機器スキル情報機器スキル

家
族
構
成
に
よ
り
自
治
会
を

家
族
構
成
に
よ
り
自
治
会
を

め
ぐ
る
状
況
で
異
な
る
点

め
ぐ
る
状
況
で
異
な
る
点

自治会を含む自治会を含む

生活まわりの生活まわりの

情報収集状況情報収集状況

共通した課題共通した課題 解決の方向解決の方向

情報共有と発信の情報共有と発信の

ための「つながり」ための「つながり」

が形成されていないが形成されていない

自治会が自治会が

問題解決の場として問題解決の場として

機能しにくい機能しにくい

•• 基本／活動情報ニーズ基本／活動情報ニーズ

の把握の把握

•• 情報を活かせるような情報を活かせるような

自治会活動の仕組構築自治会活動の仕組構築

ソフト面での対応ソフト面での対応

•• 基本／活動情報ニーズ基本／活動情報ニーズ

の把握の把握

•• 情報を活かせるような情報を活かせるような

自治会活動の仕組構築自治会活動の仕組構築

ソフト面での対応ソフト面での対応

•• 講習会の実施等の　　講習会の実施等の　　

サポート体制の確立サポート体制の確立

•• 使いやすいシステム（仕使いやすいシステム（仕

組）の検討組）の検討

ハード面での対応ハード面での対応

•• 講習会の実施等の　　講習会の実施等の　　

サポート体制の確立サポート体制の確立

•• 使いやすいシステム（仕使いやすいシステム（仕

組）の検討組）の検討

ハード面での対応ハード面での対応

先行モデル事業の実施先行モデル事業の実施

 
図1-5-4 情報共有・発信に向けた施策の方向性 
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 図1-5-4 で示した 2 つの方向を具体的に示したのが次の図1-5-5 と図1-5-6 である。 
 

ポータルサイト
・

データベース

インターネットによる情報共有・発信インターネットによる情報共有・発信

・ 交流の少ない異世代を橋渡しする「役立ち
・悩み解決」情報の共有

・ メールやネットの活用による多忙な現役世
代の自治会への運営参加を促進

各会員（家庭）との関係各会員（家庭）との関係

インターネットによる情報共有・発信インターネットによる情報共有・発信

・ 交流の少ない異世代を橋渡しする「役立ち
・悩み解決」情報の共有

・ メールやネットの活用による多忙な現役世
代の自治会への運営参加を促進

各会員（家庭）との関係各会員（家庭）との関係

ポータルサイトやＤＢを自治会活動に活用ポータルサイトやＤＢを自治会活動に活用

・ 身の回りの「基本情報」から、自治会活動に
役立つ「活動情報」の共有による「情報偏在」を
解消

・ 自治会活動を充実させるための「自治会実態
情報」のデータベース化

自治会内の関係自治会内の関係

ポータルサイトやＤＢを自治会活動に活用ポータルサイトやＤＢを自治会活動に活用

・ 身の回りの「基本情報」から、自治会活動に
役立つ「活動情報」の共有による「情報偏在」を
解消

・ 自治会活動を充実させるための「自治会実態
情報」のデータベース化

自治会内の関係自治会内の関係

情報共有と発信を通じた他自治会と情報共有と発信を通じた他自治会と
の連携を促進の連携を促進

・ 多様な自治会活動の事例を共有
・ 情報共有による行事等の合同開催の

可能性

他自治会との関係他自治会との関係

情報共有と発信を通じた他自治会と情報共有と発信を通じた他自治会と
の連携を促進の連携を促進

・ 多様な自治会活動の事例を共有
・ 情報共有による行事等の合同開催の

可能性

他自治会との関係他自治会との関係

 
図1-5-5 ソフト面での取組方向 

 

ポータルサイトによる情報共有・発信

世代を越えた運用体制

現役世代 退職世代

スキルの提供

自治会・町内会

の情報提供

高齢者でも無理なく情報機器を
使用できる仕組み

情報機器の貸出制度

パソコン講習会・勉強会

サポート体制の導入

 
図1-5-6 ハード面での取組方向 
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(4) 情報共有・発信に向けた展開ステップ案 
 最後に情報共有と発信に向けた展開ステップを示す。それには大きく 3 つのステップに分ける

ものとして、「導入期」では自治会活動や人々の生活に関する基本的な情報ニーズの把握とその提

供を実現するポータルサイトを構築し、試験運用を行う。「充実期」では構築したサイトの評価と

改善を行うとともに、より充実した活動になるような情報の共有と発信を行えるようにして、最

後に「発展期」では、自治会における問題解決に寄与できるようなサイトに発展させ、持続的に

利用されるような仕掛けをつくる必要があると考える。 
 

ステップ１　導入期ステップ１　導入期 ステップ２　充実期ステップ２　充実期 ステップ３　発展期ステップ３　発展期

活
動
情
報

基
本
情
報

ソフト面ソフト面

・・ 情報ニーズの把握情報ニーズの把握

・・ ｻｲﾄ掲載情報の検討ｻｲﾄ掲載情報の検討

・・ 他事例の収集他事例の収集

ハード面ハード面

・・ ポータルサイト構築とポータルサイト構築と

運用実験開始運用実験開始

・・ 利用ｻﾎﾟｰﾄ体制構築利用ｻﾎﾟｰﾄ体制構築

ソフト面ソフト面

・・ 各自治会の実態を各自治会の実態を

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化

・・ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟへの活用ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟへの活用

ハード面ハード面

・・ 自治会員からの情報自治会員からの情報

提供（発信）の仕組み提供（発信）の仕組み

づくりづくり

・・ 電子自治会（連合会）電子自治会（連合会）

構想構想

ソフト面ソフト面

・・ 活動に関する情報活動に関する情報

ﾆｰｽﾞ把握・検討ﾆｰｽﾞ把握・検討

・・ 情報活用方法の検討情報活用方法の検討

ハード面ハード面

・・ サイト運用実験の評価サイト運用実験の評価

・・ 利用サポート運用開始利用サポート運用開始

・・ プッシュ型情報提供プッシュ型情報提供

自治会の問題解決に
役立てるサイトへと発展自治会員の

様々なニーズに応える
ポータルサイトへ展開

身の回りの基本情報を
掲載する便利な

サイトの開設・試験運用

 
図1-5-7 ポータルサイト構築の展開ステップ 

 
 
 
 
 


